
令和４年度 第２回札幌市手稲区地域公共交通会議 議事録 

■日 付：令和４年（2022 年）９月９日（金）～16 日（金） 

■形 式：書面による開催 

■出席者：札幌市 まちづくり政策局公共交通担当部長     栁沼 孝弘（会長） 

ジェイ・アール北海道バス株式会社 

営業本部 営業部 乗合グループ専任部長      大木 雅智 

東邦交通株式会社 常務取締役           林 章 

札幌地区バス協会 事務局次長           野川 祐次 

一般社団法人 札幌ハイヤー協会 業務課長     増田 厚志 

富丘連合町内会 会長               久瀧 洲一 

北海道運輸局札幌運輸支局 首席運輸企画専門官   經亀 真利 

北海道地方交通運輸産業労働組合協議会 事務局次長 西塚 光男 

■議 題 

 １ 実証実験事業者決定について 

 ２ 予約・利用方法について 

 ３ 乗降ポイントの確定について 

 ４ 運休時・大幅な遅延時の対応方法について 

■資 料 

 第２回札幌市手稲区地域公共交通会議報告資料 

■審議経過 

 ９月９日（金）：事務局から資料を送付 

 ９月 16日（金）：各委員から事務局へ回答提出 

 ９月 20日（火）：栁沼会長が各委員の回答を確認し、議題の承認を決定 

■委員回答 

 「承認」：８名 「不承認」：０名。 

意見は以下のとおり。 

（大木委員） 

・乗降ポイント（No.40）トヨタカローラ札幌手稲店を追加したことに異存はないが、国道５号線は

既存のバス路線と重複する。今後既存バス路線と重複する乗降ポイントを設置する場合は、事前

に相談していただきたい。 

（事務局回答） 

・今後既存路線と重複する乗降ポイントを追加・変更する場合には、関係者と事前に相談し、調整

させていただきます。 



■審査結果 

 議題１から４について承認 


